
15(1 新潟医学会雑誌 第 110巻 第4号 平成 8年 4月

5)当院における胃癌に対する内視鏡的粘膜 切

除の成績
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1988年 1月から1995年5月までに EMR を行った102

症例 106病変の検討を行った.病変の肉眼形態では Ⅱa

型が63病変 鰻凱櫓%) と濃 も多 く次いで Ⅰ型, ⅡC

型, 琵a+EIc塾の順であった.大 きさは 1cm 未満の

ものが46病変 摘3.嶺%)と最 も多かった､ EMR 単独

で切除 しえた症例は繍例であり断端陽性例は32例あった.

sm 浸潤あるいは断端陽性のため10例が追加手術となっ

た.大 きさが 1cm を越える症例では36例中19例 と断

端陽性例が多 く 2cm を越える症例では断璃陽性率が

高 く EMR の適応の限界と思われた.断端陰性例で も

1年以内に切除部よりの生検で癌陽性となる症例もあり,

切除断端の判定の問題とともをこ憐蛋な経過観察が必要で

あると思われた.

6)遡及的に検討で きたスキル ス胃癌 の 9例 をこ

ついて
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禎二 (労働衛生医学協会)

正典 (新潟臨港病院外科)

遡って 2年以内のⅩ線フイルムを検討できたスキルス

胃痛9例をまとめた.

本院症例8例の対象肘澗1は 1989--1992である. この

期間の手術胃癌は 1月98例,スキルス胃癌は83例であっ

た.同期間LLT_)胃Ll.･中部n lTc,tic+Ⅲ,l司進行型は1)28

例であった.遡って異常を指摘できる時期は, 1年以前

は0% 掩/6)予6ケ月～ 1年は40% (2/5), 6ケ月以内

でも郁% (3/5)であった.

スキルス胃癌の発育は違いということが再確認された.

7)最近経験 した胆嚢管癌 の 2例
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柳沢 善計 ･村山 久美 ( 同 内科)

症例1は63歳女性で,胆嚢管に限局 した StageI (り

痛感であった.急性胆嚢炎及び胆嚢結石症で発症 し,胆

泰摘出術を行った.肉眼所見で癌腫を疑い,阻喪管の術

中迅速静で腺癌と診断されたので,肝外胆管切除, リン

パ節郭清を追加 した.症例 2は47歳男性で,急性胆廉廉

で発症 した,胆嚢管から胆嚢環部-浸潤,肝直接浸潤,

腹膜播種をきたした,StageⅣ の症例であった.

2例とも ERCPで胆嚢管の途絶を認め,途絶様式か

らぼ良性悪性の鑑別を行 うことはできなかった.このよ

うな例では胆褒腎癌の存在を念頭に置 くべきで,さらに

詳純な検査を加えたり,術中迅速診を怠らず虻行 うこと

が登要と思われた.また,胆石症として腹腔鏡下胆嚢摘

出術を行 う場合は胆轟管の造影所見には十分な注意が必

要である.

郎 腹腔鏡下肝褒胞開窓術の5例
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肝承胞をこ対する外科的治療法は腹腔鏡下開窓術が行わ

れることが多 くなった.この方法ならば,嚢胞が腹腔鏡

WFに観察されやすい部位にあるならば,手技的に容易で,

低侵襲で早期LT)社会復帰が可能,保存的治療方法に比 し

効果的,などの理由をこより非常に有用と考えられる.当

科では1992-1995までに5例の肝嚢胞の症例に対 し,

腹腔鏡下開窓術を施行 した.症例はすべて女性, 1例が

polyeysticliverだった.腹痛等の術前の腹部症状は,

術後は食倒で消失,特記すべき合併症は認めなかった.

在院 日数は平均17日だった.そのうち孤立性肝嚢胞の 1

例は,術後 3年経過するが再発 していない,当科では,

手術術式として,藤胞線の肝嚢質まで広 く切除する寮をこ

出鹿等の合併症なく安登をこおこなうことができ,再発防

山こも効果的と考えている.

9)腰痛におけ る門脈 内超音波検査
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騨癌の予後不良因子の 1つに門脈浸潤がある.我戎再ま

細経プロ…プ (8Fr,15MHz)を鰐癌に応用 し,より正

確な門脈浸潤診断が可能かどうか切除可能であった輝頭

部癌15例を検討 した.

繍経プローブを用い経門脈的にエコ-を行い,上勝間

膜静脈 書門脈浸潤の有無の検索を行なった.エコ-像は


